
啓明
令和元年度学校だより 学校教育目標

積極的に真理の追求をする生徒
厳しく正しい生活をする生徒
強い身体と心を鍛える生徒

スローガン「自分史上最高を目指せ！」 令和元年８月2３日 第５号

苫小牧市立啓明中学校長（第１４代校長） 大 橋 祐 之

１学期の終業式では、私が皆さんから学んだこととして、「目標があるから日々努力できる」と
いうことをお話しさせていただきました。
さあ、２学期が始まります。「日々努力できる目標を持っていますか」「諦めきれないほどの目標

はありますか」。

さて、２学期の始まりに際し、一つお話しさせていただきます。
私は、お店屋さんのレジで品物を受け取るとき、「ありがとうございます」と言うように心掛け

ています。
先日、３度ほど続けて、同じお店屋さんで、同じ店員さんに、レジの前で「ありがとうございま

す」と言う機会がありました。
そのとき、その店員さんから「お仕事の帰りですか」「こちらこそ、ありがとうございます」と、

とってもいい笑顔で言葉を返していただきました。
なんとなく、うれしくなった瞬間です。たかが「ありがとう」。でも、とってもいい響きです。

２学期は１年間の中で最も長い学期です。その間、季節は夏から秋へ、秋から冬へと移り変わっ
ていきます。
９月には、一大イベントである学校祭が開催されます。また、特に、３年生

は２学期の後半に自分の進路を決定しなければなりません。１・２年生は１０
月に生徒会活動の主役のバトンを３年生から引き継ぐことになります。
このように、２学期は多くの変化や切り替えがある学期です。

だからこそ、学校祭の活動や日々の学校生活において、心ある「ありがとう」
の一言を大切にしてほしいと思います。

８月１８日（日）、澄川西町内会「夏まつり」、ときわ町内会
「ときわ夏祭り」に本校の吹奏楽部が出演させていただきまし
た。
大勢の方々が演奏を聴きに来てくれました。ありがとうござ

います。
「ときわ夏祭り」には、平成８年度から２年間、本校に勤務

された松下元校長先生（第６代校長）の姿もありました。未だ
に、啓明中学校のことを気に掛けていただき、そして、応援し
ていただき、本当に「感謝」の一言です。
改めて、地域の方々や多くの皆様に応援され、助けられ、本

校の教育活動の発展があるのだと感じさせられました。
吹奏楽部の皆さん、ご苦労様、「いい演奏でしたよ」。そして、

地域の皆様、「ありがとうございます」。

啓明中学校吹奏楽部「第９回定期演奏会」を次の日程で開催します。演奏を聴きに来ていただければ幸いです。

○日時；令和元年１０月１２日（土） ○会場；苫小牧市文化交流センター（アイビ・プラザ）

・会場１３：３０ ・苫小牧市本町１丁目６番１号

・開演１４：００



生徒アンケートから
１学期末に実施しました生徒アンケートの集計結果を掲載いたします。数値は「当てはまる」「だい

たい当てはまる」の合計です。生徒たちが自己を振り返り、率直に記入してくれたものですので、その
思いを大切にしながら、２学期の学校運営に反映させていきたいと考えております。

上段：質問項目 下段：コメント 令和元年度 平成３０年度

① 朝読書は自分のために有意義なものになっている ８７．８％ ８７．９％
落ち着いた雰囲気で授業に入ることができ、言語能力、道徳性の向上にもつながります

②
学校生活に必要なルールやマナーを守って生活している ９６．６％ ９５．７％
規範意識が確実に育っています。約束事を守ることは社会に出るために必要な素養です

③
あいさつや正しい言葉遣いができている ９３．６％ ９６．８％
生徒たちは教師や来客の方を見かけると、その場で立ち止まって挨拶します。大変立派です

④ 委員会や係活動（当番活動）にしっかりと取り組んでいる ９５．６％ ９４．６％
自分の活動が人の役に立つ（貢献すること）。責任感や自己有用感の向上につながります

⑤
学校行事に積極的に取り組んでいる ９４．９％ ９２．２％
学校をよりよくするため、生徒会執行部の皆さんを筆頭に大変よく頑張っています

⑥ 学校は楽しいと思う ８６．９％ ８９．３％
学校生活が充実していることの証です。成功だけでなく失敗からも多くの学びがあります

⑦
いじめをしないよう、させないように心掛けている ９６．６％ ９３．２％
いじめはどのような理由があろうと許されません。全員が同じ認識でいてほしいです

⑧ 学級の仲間と協力して仲良くしている ９４．６％ ９６．４％
大変好ましいですが、そうでない人とも同じ目的のために協力することが必要なこともあります

⑨
先生方は困ったときに相談にのってくれる ９４．３％ ９６．１％
学校にいる身近な大人ですので遠慮なく話してほしいです

⑩ 困ったときに相談にのってくれる友だちがいる ９３．１％ ９４．０％
大人に話せないこともあることでしょう。友人の存在は心強いです

⑪
先生方は自分の良いところを認めてくれる ９５．６％ ９５．７％
時には厳しいことも言いますが、先生方のことを肯定的に見てくれることは大変ありがたいです

⑫ 学校からのお便りや連絡プリントを家の人に渡している ８６．１％ ８８．２％
全校生徒の１割以上に学校の情報が十分に伝わっていないのは少々残念です

⑬ 家族とのコミュニケーションを十分とっている ９２．２％ ９５．３％
保護者の皆様方の温かい愛情が感じられます

⑭
交通ルールやマナーを守るなど、安全に十分注意している ９８．０％ ９８．６％
自転車で横断歩道を渡るときは、自転車から降りて押して渡ります。これも大変立派です

⑮ 自分には良いところがあると思う ７４．６％ ７６．７％
自信を持たせる（自分の良さに気付く）きっかけが必要と感じました

⑯
将来に対する夢や希望がある ８０．５％ ７７．２％
現実を考えることも必要ですが『夢』を大いに語ってよい時期です。後押ししたいです

トピックス ：スマホ（ゲーム）依存に注意
右のグラフは、東北大学教授の川島隆太先生が著書の中で

明らかにしたスマホの使用時間と学力テストの平均正答率
との関係を表したものです。川島先生は仮説としながらも、
スマホが子どもの脳に与える深刻な影響について警鐘を鳴
らしております。長時間勉強してもスマホの使用時間が長いと、
脳（前頭葉）の機能低下を招き、学習効果が失われるとの
ことです。こうした問題から子どもたちを守るためには、
われわれ大人の支援が不可欠です。一定の制限（使用時間や
フィルタリング等の約束事）を設け、コントロールする
ことが大切です。悪化すると依存状態（病気）となり、
日常生活にも支障を来します。医療機関への受診も必要
となります。 参考文献：『やってはいけない脳の習慣』より

９月行事予定
４日（水）苫教研Ｌ（午前授業） １７日（火）生徒会役員選挙公示
５日（木）集金日 １９日（木）集金日
６日（金）避難訓練（地震を想定） ２０日（金）職員会議（完全下校）

１１日（水）学力テスト（３年：総合Ａ） ２５日（水）食に関する指導（２年）
１２日（木）学校祭前日準備 ２６日（木）生徒会役員選挙告示 集金日
１３日（金）学校祭（給食あり） ２７日（金）中間テスト

３０日（月）教育相談週間（～10/11）

ホームページもご覧ください URL… http://www.city.tomakomai.hokkaido.jp/gakko/keimei/


